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３．就業者数

～就業者数は工業地区、オフィス街地区で増加、

商業集積地区ではロードサイド型が増加～

（１）立地環境特性地区別の就業者数

平成１９年調査における小売業の就業者数は、806 万人（前回比▲3.8％減）であった。
これを特性地区別にみると、商業集積地区が 3 2 7 万人 （同▲4 . 6％減 ）、住宅地区が

235 万 2 千人（同▲7.7％減）、その他地区が 114 万 1 千人（同▲1.2％減）と減少、工業地
区が 66 万 5 千人（同 7.2％増）、オフィス街地区が 63 万 3 千人（同 1.3％増）となった。
商業集積地区の内訳をみると、ロードサイド型（同 13.7％増）が増加となった以外は、駅
周辺型（同▲4.2％減）、市街地型（同▲8 .7％減）、住宅地背景型（同▲9.7％減）、その他
（同▲11.7％減）では減少となっている（第３－１表）。  

第３－１表 特性地区別就業者数

就業者数の構成比をみると、商業集積地区が小売業の全体の４割を占め、次いで住宅

地区が３割、その他地区が 14.2％、工業地区が同 8.3％、オフィス街地区が同 7.9％の順と
なっている。

商業集積地区の内訳をみると、駅周辺型（商業集積地区に占める割合 40.1％）の就業
者数が最も多く、次いで住宅地背景型（同 22.6％）、市街地型（同 20.9％）、ロードサイド型
（同 14.1％）の順となっている（第３－１表、第３－１図）。  

第３－１図 特性地区別就業者数の構成比
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（２）立地環境特性地区別にみた就業者数の内訳

就業者数の内訳をみると、店舗の大型化や長時間営業の進展などから、いずれの地区

においてもパート・アルバイトなどが最も多く、なかでも住宅地区では就業者数の５割強、商

業集積地区では５割、商業集積地区のうち大型総合スーパーが多いロードサイド型では６割

強を占めている。

一方、正社員・正職員の割合が高いのは工業地区となっており、就業者数の４割近くを

占めている。これは、専門知識を要する自動車・自転車小売業などが多いためと考えられる。

他からの派遣・受入者数の割合は、商業集積地区では 8.4％と高く、なかでも百貨店、総合
スーパーの立地が多い駅周辺型は 1 割超、市街地型でも１割を占めている（第３－２図）。  

第３－２図 特性地区別、就業者内訳の構成比

（注 ）他への出向者が含まれているため、構成比を足しても 1 0 0％にならない。
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就業者数内訳の前回比をみると、正社員・正職員は工業地区を除くすべての地区で減

少、パート・アルバイトなどは住宅地区を除くすべての地区で増加、個人業主及び無給家族

従業者、臨時雇用者はすべての地区で減少、他からの派遣・受入者はその他地区を除く４

地区で減少している。

商業集積地区の内訳をみると、ロードサイド型の正社員・正職員、パート・アルバイトなど、

他からの派遣・受入者と駅周辺型の他からの派遣・受入者数以外はすべて減少となってい

る。  
有料施設内事業所をみると、いずれもパート・アルバイトなどが６割強となっている（第３－２

表）。  
第３－２表 特性地区別、就業者内訳別の就業者数、前回比

計 計
正社員・
正職員
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8,062,196 7,579,363 807,074 495,023 6,277,266 2,307,520 3,969,746 163,276 13,343 332,900 7.1
30,429 27,449 1 95 27,353 7,447 19,906 1,167 1 1,814 11.8
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633,284 603,310 58,133 46,783 498,394 210,794 287,600 12,560 1,562 18,976 7.0
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（３）立地環境特性地区別にみた１事業所当たりの就業者数

１事業所当たりの就業者数をみると、工業地区が 10.2 人と最も多く、次いで商業集積地
区が 7.6 人、オフィス街地区が 7.0 人、住宅地区が 6.9 人となっており、個人事業所が多い
その他地区は 5.3 人と少ない。商業集積地区の内訳をみると、広い売場面積を有する大型
店が多いロードサイド型が 11.5 人となっており、大型総合スーパーや大型百貨店が集中して
いる駅周辺型が 8.7 人、市街地型が 6.8 人、個人事業所が５割超を占める住宅地背景型、
その他がそれぞれ 6.1 人、5.7 人となっている（第３－３図）。  

第３－３図 特性地区別、１事業所当たりの就業者数
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